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●窓や雨戸はしっかりと閉める。
●鉢植え等、風で飛ばされそうなものは、飛ばされないように固定
したり、家の中へ格納する。
●停電時に備え、携帯ラジオ、懐中電灯、ろうそくなどを用意する。
●近所の避難場所と避難経路を確認しておく。

日本には毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらします。
台風の接近が予想される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

大雨による土砂災害や浸水
害が発生するおそれがある
と予想される場合

暴風により重大な災害が発生
するおそれがあると予想され
る場合に発表

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予
想される場合、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程
度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合に発表

大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

階 級 風速15m/s以上の半径 階 級 最大風速
大型（大きい） 500km以上800km未満 強い 33m/s以上44m/s未満

超大型（非常に大きい） 800km以上
非常に強い 44m/s以上54m/s未満
猛烈な 54m/s以上

（平均風速：m／秒）

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。
発生の予測は比較的困難で、河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがあります
ので、気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。

つねに気象情報には、
注意しておきましょう！

大雨による重大な土砂災害
や浸水害が発生するおそれ
があると予想される場合

台風対策

台　風

大雨情報をキャッチ！　こんなときのわが家の安全対策。

大雨注意報

暴風警報大雨特別警報

大きさの階級分け 強さの階級分け

集中豪雨

大雨警報

まずは、確実な情報が大事
その次に迅速な対応

風水害・台風
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小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る

頭部のひびわれ

わき水の量
が増える

ひびわれが
大きくなる

小石が
バラバラ落ちる

わき水が止まる
（あるいは噴きだす）

根の切れる
音がする

木が傾いたり
倒れる

がけ崩れ発生

メキメキ バリバ
リザワザワ

池が濁る

斜面にひびわれ
ひびわれ・段差ができる

川が濁る

家が傾く
水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

道路などに
ひびわれ

地滑り発生

メキ
メキバリバ

リ

ゴー！

ドーン！

・異常な山鳴り  ・地鳴りがする
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

川の水位が急に下がる

急に水が濁る
流木が混じる

チョロチョロ

土石流発生

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落ちることをいいます。
がけ崩れは突然起きるため、人家の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、被害者の割合も高くなっています。

山腹・川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいいます。
その流れの速さは規模によって異なりますが、時速20～40kmという速度で一瞬のうちに人家や畑などを壊滅させ
てしまいます。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響と重力によってゆっくりと斜面下方に移動する現象のことをいいます。
一般的に移動土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼします。また一旦動き出すと、これを完全に停止させること
は非常に困難です。

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。
　ふだんと違い、少しでも身の危険を感じたら避難するようにしましょう。

土砂災害警戒情報が発表されていなくても、ふだんと異なる状況「土砂災害の前兆」に気づいた場合には、直ち
に周りの人と安全な場所へ避難しましょう。また、日ごろから危険箇所や避難所・避難場所・避難経路を確認し
ておくことも重要です。

大雨などにより、川の水量の増加や地中にしみこんだ水分などが原因となり、大きな
災害に発展する場合があります。事前にその災害のメカニズムを理解し、身近に
起こりえる災害に対応しましょう。

がけ崩れ（急傾斜地）

土石流

地滑り

土砂災害


